





The Policy of the Ministry of Education for Moral Education  
During the Occupation Period 
- With a central focus on Shushin education- 





廃止したこと、  年頃より「保守党政治家」が復古主義の道徳教育の復活を企図し、 
文部省がこれに従ったということが通説とされてきた。しかし、文部省は占領軍から命 
ぜられる前に、独自の判断から修身教育の廃止を決定していた。また、文部大臣が 





































































































































































本稿がいう占領期は、終戦の 年 月 日













































































































































































本稿がいう占領期は、終戦の 年 月 日



























































































































































































































































































































































































































































）森戸は 年 月から翌年 月まで文部大









）年 月 日に行われた 国会参議院
本会議では、「ここに七ヵ年間占領の夜は明けて、
独立の黎明を迎えた」と述べられている。
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－ 9 －
占領期の道徳教育に関する文部省の方針－修身教育の取り扱いを中心に－　（高橋潤子）
